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適
度
な
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

「
善
玉
、
悪
玉
と
何
で
も
黒
自

を

つ
け
た
が
る
風
潮
は
よ
く
な

い
。
私
た
ち
の
体
内
で
変
化
す
る

も
の
に
は
す
べ
て
そ
れ
な
り
の
意

味
が
あ
る
」
と
話
す
の
は
大
阪
市

立
大
学
医
学
部

・
分
子
病
態
学
教

室
教
授
の
井
上
正
康
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
病
気

や
老
化
の
原
因
と
な
る
活
性
酸
素

が
諸
悪

の
根
源

の
よ
う

に
思
わ

れ
、
こ
れ
を
体
内
か
ら
除
去
す
る

こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
と
信
じ

ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
関
し
て
井
上
さ
ん
は
、

「
活
性
酸
素
の
代
表
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
オ
キ
シ
ド
は
感
染
防
御
、
血

圧
維
持
、
排
卵
な
ど
に
不
可
欠
で

あ
り
、

一
酸
化
窒
素

（
Ｎ
Ｏ
）
も

血
管
拡
張
、
動
脈
硬
化
の
予
防
、

記
憶
や
勃
起

・
射
精
に
必
須
の
成

分
。
活
性
酸
素
の
代
謝
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の

原
因
に
な
る
。
本
来
は
循
環
、

エ

ネ
ル
ギ
ト
代
謝
、
殺
菌
、
生
殖
、

脳
機
能
な
ど
に
関
与
す
る
重
要
な

物
質
だ
」
と
説
明
す
る
”

一
酸
化

窒
素
が
血
管
を
拡
張
し
て
血
圧
を

制
御
し
、
脳
卒
中
や
血
栓
症
な
ど

を
予
防
す
る
こ
と
が
分
か
り
、

１

９
９
８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学

・
生

理
学
賞
の
受
賞
対
象
と
な

っ
て
世

界
中
を
驚
か
せ
た
。

井
上
さ
ん
は

「
活
性
酸
素
を
統

合
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
は
生
物
進

化
の
過
程
で
構
築
さ
れ
た
」
と
い

う
ｏ
太
古
の
微
生
物
に
と

っ
て
、

細
胞
の
成
分
を
酸
化
す
る
酸
素
は

毒
ガ
ス
だ

っ
た
。
し
か
し
、
今
か

ら
５
億
～
６
億
年
前
の
カ
ン
ブ
リ

ア
紀
に
突
然
変
異
が
加
速
さ
れ
、

生
物
の
多
様
性
が
爆
発
的
に
拡
大

し
て
大
気
中
の
酸
素
が
急
速
に
増

え
た
。
そ
れ
に
適
応
し
た
生
物
た

ち
が
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
な
が

ら
今
日
ま
で
進
化
し
て
き
た
。

「
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
の
尻
尾
の

細
胞
は

″
自
殺
″
し
て
手
足
の
材

料
と
な
る
が
、
こ
の
現
象
も

一
酸

化
窒
素
や
活
性
酸
素
に
よ
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
細
胞
の
自
殺
で

あ
る

『
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
』
は
、
活

性
酸
素
に
よ

っ
て
遂
行
さ
れ
て
い

る
。
生
物
の
遺
伝
子
継
承
や
進
化

に
も
活
性

酸
素

が
関

与
し
て

い

る
」
と
説
明
す
る
。

水
中
で
誕
生
し
、
両
生
類
か
ら

へ
と
進
化
し
て
き
た
生
物

の
頂
点
に
立
つ
ヒ
ト
は
、
約
６０
兆

も
の
細
胞
を
駆
使
し
て
過
酷
な
生

存
競
争
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
慢

性
的
な
飢
餓
に
備
え
て
栄
養
分
を

蓄
積
す
る
シ
ス
テ
ム
、
血
糖
を
維

持
す
る
シ
ス
テ
ム
、
け
が
で
出
血

し
て
も
止
血
す
る
血
液
凝
固
シ
ス

テ
ム
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染

を
防
ぐ
免
疫
シ
ス
テ
ム
、
腎
臓
に

よ

っ
て
体
内
の
塩
分
を

一
定
に
保

つ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
獲
得
し
な
が

ら
今
日
ま
で
生
き
延
び
て
き
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
祖
先
か
ら
受

け
継
い
だ
こ
の
生
存
能
力
が

「
飢

餓
の
脅
威
が
消
え
て
飽
食
の
時
代

に
な

っ
た
今
で
も
栄
養
を
た
め
込

ん
で
肥
満
や
糖
尿
病
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
」
と
井
上
さ
ん
は
説
明

す
る
。
野
性
の
生
存
能
力
と
現
代

文
明

（
生
活
環
境
）
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
の
だ
。

井
上
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
生

物
の
進
化
と
活
性
酸
素
の
関
係
を

研
究
す
る
か
た
わ
ら
、
活
性
酸
素

と

一
酸
化
窒
素
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
血
管
の
若
さ
を
保

つ
こ
と
が

健
康
長
寿
に
結
び

つ
く
と
指
摘
す

る
。
具
体
的
に
は
、

「
手
の
ひ
ら

で
皮
膚
を
骨
に
押
し
つ
け
な
が
ら

縦
横
に
ず
ら
す
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
れ
ば
、
動
脈
が
刺
激
さ
れ
て

血
管
壁
か
ら

一
酸
化
窒
素
が
発
生

し
、
こ
れ
に
よ
り
血
流
が
改
善
さ

れ
る
」
と
い
う
。

活
性
酸
素
は
過
剰
で
も
不
足
し

て
も
よ
く
な
い
。
過
食
、
疲
労
↑

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
さ
ら
さ

れ
る
現
代
人
の
生
活
が
活
性
酸
素

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
。
生
命
現
象
を
自
黒

・
善

悪
で
単
純
に
考
え
ず
、
中
庸
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
健
康
長

寿
の
基
本
の
よ
う
だ
。

（
医
療
美
容
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宇
山
恵
子
）

うやま 。けいこ
オーリレアバウト

の「アンチエイジ
ング」ガイ ドを務
める。新聞社、広
告会社勤務を経て

■10■

「善悪や黒白よリバランスの良

さが心と体に正しいサイクルを

作り出す」と話す大阪市立大学

の丼上正康教授

数)二:織を電諄
の医療記事の翻訳や海外取材も
こなす。 ■ ‐ ■‐


